
この運動は、火災が発生しやすくなる季節を迎えるにあたり、恵庭市民の防火に関する意識を高めて

いただくために実施します。ぜひこの機会に防火に関することを見つめ直して、火災の発生を防止し、火

災から尊い命と貴重な財産を守りましょう。

また、住宅用火災警報器の更なる普及と高齢者等を中心とする死傷者の発生を減少させることも目指し

ています。
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平成２７年１０月１５日（木）～３１日（土）
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防火写生会（恵庭市幼年火防クラブ）

今年も天候に恵まれ、子どもたちは元気よく「消防車」の絵を
描きました。

この絵は、イトーヨーカ堂恵庭店・恵庭市立図書館・フレスポ
恵み野の3会場にて10月15日(木）から31日（土）まで展示しま
す。図書館については10月19日（月）からになります。

ぜひ会場に足を運んでいただいて、子どもたちの力作を御覧
になってください。

【統一防火標語】

こんなことが火災の原因になるの？とか、これくらいのことなら大丈夫という思いこみから火災になって
います。無防備な気持ちは、何においてもスキができます。そのスキをねらう火災が、ひっそりと隠れてい
ることを表現しています。



お問い合わせ
恵庭市消防本部予防課

TEL 33-0990
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住宅用火災警報器は１０年を目安に交換を！

防災チェックポイント

本当に恐ろしいのは煙！

火災で発生する煙には、一酸化炭素など有毒
ガスが含まれています。吸い込むと中毒等に
より命を落とす可能性があるので次のポイント
に気をつけながら避難しましょう。

・タオル・ハンカチで口と鼻を覆う。
・短い距離なら息を止め、一気に走り抜ける。
・できるだけ姿勢を低くする。
・視界が悪いときは壁伝いに避難する。

■コンロ ■衣類

■ストーブ ■電気器具

■カーテン・ふすま・障子 ■焚き火

■たばこ ○逃げるタイミングは天井への延焼○

避難する目安は、天井まで火が燃え移ったとき。
火が天井に燃え移るまでの間は初期消火に努めま
すが、もし炎が天井に燃え移ったら決して消火しよう
とせずに、迷わずすぐに避難しましょう。

・油鍋に水をかけるのは厳禁
・消火器は離れた位置から、
鍋全面を覆うように向けて噴
射する。
・消火器がない場合は、シー
ツやバスタオルをぬらして手
前からかぶせ、空気を遮断
する。

・消火器は直接火元に向けて
噴射する。

・消火器がない場合は、シー
ツや毛布等をぬらして手前か
ら滑らせるようにかぶせ、空気
を遮断する。

・カーテンは燃え広がる前に
水をかける。

・ふすまや障子などは蹴り倒し
て、踏み消した後に水をかけ
てしっかり消火する。

・寝たばこなどにより、布団など
の綿製品が焦げた場合は、
消したつもりでも見えないとこ
ろに火種が残り、再び燃え出
すことがあるので、浴槽等に
つけ完全に消す。

・衣類に火がついたら、転
げまわって消す。
・風呂場に残り湯があれば、
浴槽に飛び込む。

・いきなり水をかけると感電
の危険がある。
・コンセントかブレーカーを
切り、消火器で消火する。

・消火器を使う（消火器が
ない場合は水や土で消
す）。
・水の準備ができていない
場合は、ほうきや木の枝
で叩き消し、その後しっ
かりと水で消す。

覚えておこう！火の元別消火方法


